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2 分析資料と分析方法   
A・M寮は作業場と生活場が同じ敷地内にある生活施設で，それぞれ作業指導員と生活指導員  
が援助，指導を行っている。生活指導員は入所している仲間の生活全般に関わり，毎日の特記す  
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し，時系列にカード化し；エピソードをよみとった。   
Tさんが再入寮した16歳（1966年）から18歳（1968年）までについては，入寮者全員の記録  
が紛失されたため，19歳（1969年）からの記録を用いた。その生活記録は今も続けられているが，  








結  果  
1 エピソードの量的変化   








2）行動内容の量的な変化   
まず，行動に関するエピソードのみ，抽出し，停滞行動と活動的行動に分類した。ここでは集  
団生活における行動の表面的な要素に着目し，その量的な変化をとらえる。一つのエピソードの  

































































































































































































表2 行動分類の基準  
停 滞 行 動  活動的行動   
内  容   具体的な例   内  容   具体的な例   
生活の区切りで行  〈1973．5．14〉昼食時，水道から  生活の区切りに自ら行  〈1973．6．8〉 …それがすむと，声をかけなく   
動が止まる   先，動かない∴   動   ても掃除にとりかかる。   
泣く  〈1972．10．8〉就寝の時，大声で泣  他者のための行動  
き叫ぶがその原因がわからない‥・  伝ってくれる。  
出てこない，遅れ     他者への働きかけと思   
てくる   加せず，食べず。…   われる行動   にけがした指のバンドエイドを示している‥・   
他者に対する攻撃  〈1973．2．23〉・・・ぬいでいたズボン  停滞行動を示すが，他  〈1973．5．4〉 …泣いて動かない。iが…と声   
的な行動／怒る  でピシャリとhを叩いたが…   者の声が卯こより行動  をかけると，・‥部屋へ・‥   
停滞の自発語  〈1982．5．25〉・・・見に行くと，「○  活動的な自発語   〈1985．10．1〉 …話しかけてくる，「アシタ，  
○チャン，キライヤ」…  オヤスミ？」   
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をみせ，活動的自発語の方が停滞自発語より増えた。   
以上のことから，外形上では一定のリズムを繰り返していき，一つのリズムから次のリズムへ  
の移行には何らかの質的な変化があると考えられる。  





（1）行動の停止・泣く   
停滞行動として最も数も多く，日常的なかかわりを困らせていたのがこれらの行動である。食  
事や就寝前の時，行動が停止したり，涙を流すことが多くみられ，その対応が模索されていた。   
最初は記録者にとって，Tさんの停滞行動の脈絡や原因がわからず，声をかけて行動できるよ  
うに促していた。声をかけられても次の行動に移ることが難しい場面が多く記録されていた。   
：（22歳；1972．12．9）…顔を洗いにいくためにタオルを持って，部屋の入口の所で泣き喚く…／（22   
歳：1972．12．11）‥ずかけたがしばらくじっとしている。そこに竺が来て二人で声がけると動いて自  
分のお部屋にゆく…   
次第に，声をかけるのは記録者だけでなく，仲間が声をかけたり，手をひいて目的地までつれ  
ていくエピソードが多く記録されていくようになる。時間はかかるが，他者から声をかけられて  
次の行動へと切り換えられることが増えていくようになっていった。   
：（23歳；1973．5．4）…トイレの前でシクシク泣いて動かない。⊥が「Tちゃん，部屋に入りなさい」  
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と声をかけると，キーキー声を出しながら部屋へ…／（23歳；1973．5．15）…チャイムで階段までいく  
が，そこで止まってしまう‥・玄関までくるが，立ったまま大泣き。…旦がそこまでつれてくる‥・   
その後も，脈絡や原因がわからなく，停滞する場所も様々だったのが，25歳（1975年）頃にな  
ると同じ停滞行動であっても，他者に訴えていき，受けIヒめられる人，場所へと自ら動く。  
：（25歳；1975．7．8）寝たくないと，ホールへ降りてきた…／（26歳；1976．4．29）泣いて出てくる。   





わりを求めている気持ちの現われと考えられる。   
：（32歳：1982・9．11）…食堂へすぐに入れず，旦が手を引いていれてくれる。／（34歳；1984．1．27）  
…夜お部屋の前に立っている。1時間はどホールにいて寝る。／（37歳；1987．6．24）…ホールに座って  
いたが…12時半以降，宿直室に布団を敷き替え移動していた‥・   
これまでの停滞行動において見られなかった笑顔が39歳（1989年）のエピソードに記録され，  
他者からのかかわりを待っているようすが伺われる。   
：（39歳；1989．10．1）一人で立っていることが多かったよう（記録者が）声をかけると嬉しそうに  
笑って…   
44歳（1994年）頃になると，停滞行動は量的に減少し，内容的には自分の停滞行動の原因を同  
年の人に求めるような言動をしている。また，その言動を周りの人，特に年上の人とのかかわり  
の中で調整している。   
：（44歳；1994．1．16）…突然，泣き出す。…聞いて見ると「0チャンガ，0チャンガ，0チャン，キラ  
イ」と言う。‥・旦，旦が「0ちゃんは何もしてないのに…」とブツブツと言い出す。しばらく泣いていた  






（2）攻撃的な行動，怒る   
急に人を叩く，人を指差し奇声をあげ怒ったりする他者関係の負の側面である攻撃的な行動が  
22歳（1972年）の記録から見られ始める。   
初めは叩く理由が見当たらず，他者との関係のなかで誘発されたものではなく，関係性のない  
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り，⊥さんを叩いたりしたようだ。   
理由のない感情的爆発のような行動が33歳（1983年）頃になると，きっかけとなる他者の行動  




や」と…／（37歳；1987．5．31）「メザマシナラナカッタノ」と△△にひっかかっていた（怒っていた）。   
さらに，自分のつもりに反していることへの怒りの表現が，38歳（1988年）の終わり頃から，  
直接に叩くより，言葉による抗議へと変化していく。相手の気持ちを切り替えさせようとする発  
語も記録されている。そして，自分の行動結果をしっかりとらえ，自分からあやまっていく。   
：（38歳；1988．11．23）…旦のブツブツに対して「モウイイヤン」とか「チョウレイアルヨ，チョウレ  
イ」などと旦に対して怒っているのか，文句を連発。／（42歳；1992・7．26）昼食時，プンプン。…ホー  






（1）手伝い，当番   
手伝い行動は他者とのかかわりが基本条件であり，当番は集団において決まった約束事であ  
る。停滞行動が若しかった20歳（1970年）代，数は少ないが，手伝う姿が記録される。   
：（23歳；1973．6．8）…声をかけなくても掃除にとりかかる／（26歳；1976．12．15）誕生会後，食器  
洗いを手伝ってくれる…／（28歳；1978．2．20…机の上の旦さんの食事の片付けを黙って（盆を持ち上  
げたので）しようとしたので「付けてくれるの？」ときくと，「ウン」といって，さっさと洗ってくれる。   
33歳（1983年）頃になると，洗濯は当番としてやり通すだけでなく，当番でない時，自分で状  





やってもらったの，ありがとうとお礼を言いました。Tちゃん，とっても喜んでくれました。…   
決まったポスト，一つの当番の役割に終わらず，次々と積極的に手伝う場所を見つけていく。  
他の人がするだろうと予想できる行動に進んでいく。   
：（38歳；1988．5．31）食器洗い当番で洗い方が早く終わると，他の所にすっとまわり，手伝っている。   
終わってない所へ，次々と応援にいく・・ソ（42歳；1992．5．6）もうすぐ夕食という頃，旦さんの昼食の  
時のやかんとコップを台所へ，さっと運んでいる。   
決まった範囲内のことから自分で状況判断し，進んでするように変化している。これは周りの  








難しいものであった。   
：（26歳；1976．10．5）…ホールに座っていたが，（側に座った記録者に）突然「ブタミテキタノ」と  
言っていた。   
約10年の時間をかけて，35歳（1985年）頃になると，会話のきっかけを自分から作る姿がみ  
られ，人とかかわりたい，話しの輪に参加していきたい内面的な変化をうかがわせるエピソード  
が多くみられるようになる。   
：（35歳；1985．3．9）…私の筆箱をみて「□ロセンセイノ？」とはっきり名前まで言いました…／（35歳；   
1985．4．30）…「コレヤッテ」と随分前にけがした指のバンドエイドを示している・‥／（36歳；196．2．   
16）…宿直室にいる職員のところにわざわざ来て「オワッタ」という。「え？」というと「トウバンオワッ  
タ」ということだ…／（36歳；1986．6．15）…（他の仲間と記録者が話していると，会話に入ってきた，  
Tは別の話しを楽しそうに話していた…   
次第に，会話のきっかけを作ったり，意図する活動への助けとして他者を求めていく姿や他者  




も答えないhtさんに「ミミ，ミミ」と教えてあげている。／（37歳；1987．11．4）掃除中，＿阜＿⊥さんに   
「⊥⊥チャン，オヤチュミ？」，「うん」，「アチタハ？」と聞いている。誰も⊥⊥さんに声をかけないので，  
いっも耳にしている言葉を自分から言ったのだろう。／（38歳；1988．1．19）目覚まし時計をさしだし，   
「コレヤッテチョウダイ」とはっきり言う。…昼，パズルやってもいいと言ってくれる‥ノ（40歳；1990．  
3．3）「00せんせい，hチャン，マッテルヨ」，「00センセイ，0チャン」など，歯磨の用意を持って  
きた人のかわりに声をかけてくれる。   
そして，積極的に人を招き入れ，関わっていくようになると，自分の行動を客観的にとらえて  
いると思われる発言をして，他者とかかわっていく。   
：（42歳；1992．9．17）菌磨の時，（記録者にいきなり「ブンブンシテゴメンネ」といってくる…／（43歳；   
1993．12．21）食器洗いの時，／キョウワ，プンプンシテナイヨ」と言ってくる。突然だったのでびっく  
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他者と他者をっなぐ存在としての姿へと発達していくと考えられる。  











⊥のズボンからシャツが出ているのをいれてやったりしていた。   
援助される立場にあることには変わりなかったが，37歳（1987年）になると，年下の人の援助  
をする場面がみられ，援助される場合でも自分から人に頼む姿が記録されるようになる。また，  
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：（23歳；1973．11．16）で残業をみんなで一緒にやるということで，（周りの人が残業に出かけるとき）  
おはじきをして遊んでいる。「行かないの」というと「イカナイノ」という。…   
33歳（1983年）に入ると，拒否する姿が多く記録されるようになり，自分のやりたいことをし  
たい，これは自分の物だと言わんばかりの行動をみせるようになっていく。   
：（33歳；1983．10．16）…今日はパズルしていず，ず－と暇そうにしてい る。「パズルしないの？」とき  
くと「ウン」。しばらくしてノートを持ってきて「r」の字をいっぱい書き始める…／（33歳；1983．10．27）  
お風呂で頑を洗ってあげよと言っても顔を桟にふって洗わず，いっもは洗ってというのだが／（34歳；   
1984．11．18）…「Tちゃん，頭洗おうか」と言っても要らんと首を振る‥ソ（35歳；1985．10．13）買い  
物してきたトレーナーなどに名前っけをしていると側にきて「Tチャンノ」といって指差す…   
意思を通そうとする姿が記録されてから，積極的な行動がみられるようになり，意思をはっき  
りと伝えるようになっていく。   
：（36歳；1986．5．23）…◇◇先生宅に行きたい人を聞いていると，突然大きな声で「ハイ，ワタシ」と  
手をあげていう…／（37歳；1987．3．27）帰省の用意をしていると，側でみていて「スカートとズボンの  
どっち？」と聞くと「ズボン」。「春だから暑いよ」というと，「アツナイ，ズボンガイイ」と言い切る…／   
（39歳；1989．3，11）…運動靴を手にして「Tちゃん，体育館にいくときに持っていたら？お部屋に  
持っていくの？まとめてここに置いておいたらいいじゃない？」「オヘヤニモッテイクノ」。   
自分の意思を通していくと，他者の状況も理解して受け止めようとするかのように他者に対し  
て言葉をかけていく変化をみせる。   
：（40歳；1990．1．16夕食時，おかずが足りないと言ったのを見て「ゴメン，タリナカッタネ。ゴメン」  




3）訴え   
行動の切り替えができない停滞してしまった時に，理由づけできず，身体的な苦痛を訴えてい  
たのが，身体的な苦痛であっても，それを具体的に解決する方法を示しながら訴えていったり，  





の箱にいれて満足そうに寝る。   
原因がはっきりしない，行動が停滞する場面においてよくみられた訴えは，適切な要求の手段  
を持ち，状況把握ができるまでの間，人とのかかわりを求めている現われだったと考えられる。  
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考  察  
1 停滞行動と活動的行動の関連   
日常的な場面において，停滞行動は集団の流れを妨害する問題行動としてとらえられることが  
多いだろう。常に，一対一の対応をしていくことは，集団生活の形態上，生活を支える人材や時  
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